
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ワゴン車に分乗して、地区内を見て回りました｡  グループに分かれて現状を確認しました｡ 

地図を見ながら話し合いました｡        作成した地図(現状、将来の 2枚)を発表しました｡ 

～ 第 ２ 号 ～      平成１７年９月8日発行

みんなで考えよう 将来の「土地利用」のあり方 
 座光寺地区 土地利用計画策定 地区懇談会だより 

ホームページアドレス「http://www.city.iida.nagano.jp/ kikaku/ tochikeikaku/」 

第２回 地区懇談会を行いました 
 
◆ 日 時 平成１７年８月２7日(土) １４：0０～１８：００ 

◆ 場 所 座光寺公民館 

◆ 参 加 検討委員１５名、事務局６名 
 
当日は、まず全員で地区の良い所・課題のある所などを廻り(タウンウォッチング)、
地区の現状を自分達の目で再確認しました。その後、公民館で２つのグループに分かれ、

井上コーディネーターの指導によりワークショップを実施しました。 
ワークショップでは、第１回懇談会での意見を踏まえて座光寺地区の「良い所」「課

題」を含めた現状の土地利用形態について、マップを作りながら確認しました。 
その後、将来こうあって欲しい土地利用についてグループ毎にイメージマップを作り

ながら座光寺地区の現状や将来像について議論しました（地図に記入された主な意見は

裏面のとおり）。 

組合回覧 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
共通意見：原、宮崎、万才の優良農地は保全する｡ 
     麻績神社と周辺の森は史跡公園に｡ 
     駅前、門前町の復活｡ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次回（10月以降）からは、これまでに出された内容を更に具体的に検討していく予定です。 
 

土地利用計画に関することや、地区懇談会だよりは、飯田市ホームページでもご覧になれます 
ホームページアドレス「http://www.city.iida.nagano.jp/kikaku/ tochikeikaku/」 

懇談会の模様を「懇談会だより」として、皆様にお届けします。ご意見、ご感想等ございましたら、下記までご連絡ください。 

 

 

z 郡衙の地域に公共施設、商業を集積する。 
z 現状の優良農地の保全。 
z 飯島飯田線に果樹などの直売所を設置する。 
z 縦線が必要。 
z 麻績神社と周辺の森は里山史跡公園に。 

各班で将来こうあって欲しい土地利用等について発表しました 

座光寺地区は・・・ 

・ 原、宮崎、万才には優良農地が広がっており、自立した農家が多い｡ 

・ 縦道が不十分。  ・支所周辺は史跡や緑にあふれている｡ 
 

座光寺地区の現状確認(各班のまと

 
【農業】 
原、宮崎の果樹園 
自立した農家が多い 
【景観、緑】 
河原、中河原の田園景観 
果樹の花がきれい 
支所周辺の桜はきれい 
【史跡】 
麻績神社周辺は史跡と緑が多い 

 

【道路】 
万才線は 153号との接続が欲しい 
農免は早急に高森町へ連結すべき 
稲荷坂線の拡幅を 
唐洞線は狭く連絡が悪い 
【商業】 
駅周辺は商店がなくさびしい 
【農業】 
山麓の農地は有害鳥獣対策が必要 
【緑】 
下段の段丘崖の私有地の竹やぶの荒廃 
【生活】 
駅から 153号まで、宮の前、唐沢の排水問題 
153号のロードサイド店は老人の買物には不向き 

課 題 よい所・宝 
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z 下段の段丘崖は保全し、竹やぶは手入れする。 

z 元善光寺周辺は散策できるようにする。 

z 堤の保全、特に大堤、美女の堤は野鳥も来るので、それを活用する。 

z 飯島飯田線沿いを開発すべきか、農地として残すかは課題。 

z 中央道上の農地は後継者がいないため、どう保全するかが課題。 

z 農免の高森町側の開通を。 

z 万才線、唐洞線を川のほうへ迂回させて153号に接続させる。 

z 原、宮崎、万才の農地は優良農地として保全を。 

z 国道下の農地は宅地化されてきている。今後どう扱うかは課題。 
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～ 第 ２ 回 地区懇談会で出された主な意見 ～ 


